
華
岡
青
洲
の
「
春
林
軒
」
に
入
門
し
た
門
人
の
数
は
非
常
に
多

く
を
数
え
、
大
阪
の
緒
方
洪
庵
の
「
適
塾
」
と
並
び
称
さ
れ
る
。

大
都
会
で
も
な
い
紀
州
の
平
山
に
こ
の
よ
う
に
多
く
の
門
人
が

婿
集
し
た
の
は
何
と
い
っ
て
も
、
青
洲
の
開
発
し
た
麻
沸
湯
（
通
仙

散
）
に
よ
る
全
身
麻
酔
下
の
手
術
に
原
因
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。

す
な
わ
ち
当
時
だ
れ
も
が
な
し
得
な
か
っ
た
手
術
を
行
っ
た
胄
洲

の
許
で
勉
学
し
、
最
先
端
の
医
術
を
身
に
つ
け
よ
う
と
考
え
て
若

い
医
師
た
ち
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

事
実
、
森
慶
三
ら
は
「
青
洲
塾
入
門
人
員
年
次
別
一
覧
」
の
中

で
（
森
ら
・
「
医
聖
華
岡
青
洲
」
、
南
ら
・
「
華
岡
胄
洲
」
）
は
「
春
林
軒
」

の
入
門
者
を
年
次
別
に
集
計
し
、
全
身
麻
酔
下
の
手
術
が
成
功
す

る
文
化
元
年
以
前
の
十
年
間
の
入
門
者
は
三
十
五
人
、
成
功
後
文
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ｌ
と
く
に
文
化
二
年
度
の
入
門
者
０
人
の
謎
Ｉ

華
岡
青
洲
の
「
春
林
軒
」
入
門
者
に
つ
い
て

松
木
明
知

化
三
年
（
一
八
○
六
）
以
後
の
十
年
間
の
入
門
者
は
二
八
四
名
と
約

八
倍
に
増
加
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
尤
も
森
ら
は
最
初
の
全
身
麻

酔
成
功
の
年
を
旧
説
の
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
と
し
て
い
る
が
、

論
旨
に
お
い
て
誤
り
は
な
い
。

し
か
し
最
初
の
全
身
麻
酔
下
の
手
術
が
行
わ
れ
た
文
化
元
年
（
一

八
○
四
）
前
後
の
入
門
者
の
数
は
、
呉
の
収
載
し
た
門
人
帳
（
呉
秀

三
『
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
』
）
に
よ
れ
ば
享
和
元
年
二
八
○
一
）

二
人
、
二
年
（
一
八
○
二
）
が
二
人
、
三
年
（
一
八
○
三
）
が
七
人
、

文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
九
人
、
二
年
（
一
八
○
五
）
０
人
、
三
年

二
八
○
六
）
一
四
人
、
四
年
二
八
○
七
）
四
人
、
五
年
（
一
八
○

八
）
九
人
、
六
年
（
一
八
○
九
）
二
十
五
人
、
七
年
（
一
八
一
○
）
十

四
人
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
二
年
は
全
身
麻
酔
下
の
手
術
が
成
功

し
た
翌
年
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
入
門
者
が
多
く
な
っ
て
も
良
い

と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
０
人
で
あ
っ
た
。

胄
洲
存
命
中
に
入
門
者
が
０
人
で
あ
っ
た
の
は
、
寛
政
四
年
（
一

七
九
二
）
、
同
十
二
年
（
一
八
○
○
）
と
文
化
二
年
二
八
○
五
）
の

三
回
だ
け
で
あ
る
。
寛
政
四
年
と
十
二
年
の
場
合
は
、
麻
沸
湯
に

よ
る
全
身
麻
酔
下
の
手
術
の
成
功
以
前
で
あ
る
か
ら
入
門
者
が
０

人
で
あ
っ
て
も
、
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
文
化
元
年
後
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の
二
年
の
入
門
者
０
人
は
理
解
に
苦
し
む
。

演
者
は
何
故
文
化
二
年
の
入
門
者
が
０
人
で
あ
っ
た
か
と
い
う

謎
に
つ
い
て
一
つ
の
結
論
を
得
た
の
で
発
表
し
た
い
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

本
書
は
最
近
入
手
し
た
が
、
京
都
か
ら
出
た
本
の
由
で
あ
る
。

題
名
「
阿
藺
陀
語
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
文
学
書
的
部
分
は
帖
末

に
数
頁
あ
る
の
み
で
、
実
は
阿
藺
陀
薬
物
名
を
片
仮
名
で
書
き
、

そ
の
片
仮
名
書
き
単
語
の
下
欄
に
邦
語
訳
名
が
書
い
て
あ
る
形
式

の
単
語
集
と
い
う
訳
で
あ
る
。
イ
ロ
ハ
順
分
類
。

本
の
形
態
は
紺
色
の
横
版
綴
じ
本
で
、
和
紙
三
四
頁
中
の
二
四

頁
が
薬
物
単
語
篇
、
七
頁
が
日
常
日
本
語
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
和
訳

単
語
集
で
あ
る
。
こ
の
単
語
部
は
単
語
篇
、
動
詞
篇
、
助
動
詞
篇

な
ど
か
ら
成
り
、
極
く
初
期
の
和
藺
語
記
億
帖
で
あ
っ
て
辞
書
の

極
め
て
前
段
偕
の
日
常
便
利
帖
に
過
ぎ
な
い
。
最
後
の
四
頁
に
、

河
口
良
庵
・
春
益
師
が
一
番
弟
子
の
川
口
良
閖
（
古
河
の
河
口
家
祖
）

に
こ
の
帖
と
、
秘
伝
和
藺
陀
外
科
要
訣
全
書
を
与
え
た
理
由
が
記
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河
口
良
庵
著
「
（
寛
文
十
庚
戌
歳
）
阿
藺
陀
語
」

本
に
就
い
て

川

島
恂
二

56(56）


